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発足40周年の部会が観葉植物の初出荷を見送る   －03
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父 義人さん（左）
母 真知子さん（右）
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ＪＡ観葉植物部会は１月６日、ＪＡ観葉センターで令和5年観葉植

物出発式を開きました。同部会員や行政、ＪＡ役職員など約30人が参

加。観葉植物の安定生産と更なる販路拡大を祈願した後、テープカッ

トを行い、約2,000鉢を積んだ初荷のトラックを送り出しました。

同部会は昭和58年（1983年）、指宿市農業協同組合の生産者組織と

して発足し、今年で40周年を迎えます。温暖な気候と温泉熱を生かし、

平成15年と令和2年には部会共販額10億円を突破。令和3年には、コロ

ナ禍の巣ごもり需要で小型鉢物が人気を集め、共販額13億円を突破し

ました。

11月下旬には、指宿市内で部会創立40周年の記念式典を開き、参加した同部会員やＪＡ役職員、市場関

係者など約80人が、同部会の更なる発展を誓いました。

田中喜巳会長は「生産者が切削琢磨しながら、共販額目標の13億円

を目指している。指宿から日本全国にどんどん観葉植物を届けてい

きたい。」と話しました。

発足40周年の部会が観葉植物の初出荷を見送る

Ｊ
Ａ
は
12
月
11
日
、
指
宿
市
内
で

親
子
食
農
体
験
を
初
め
て
開
き
ま
し

た
。Ｊ
Ａ
管
内
か
ら
親
子
９
組
18
人

が
参
加
。
女
性
部
や
青
年
部
が
協
力

し
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
収
穫
や

包
装
、
販
売
、
調
理
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

親
子
食
農
体
験
は
、
地
域
で
世
代

を
超
え
て
交
流
し
、
住
民
同
士
の
つ

な
が
り
を
作
り
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
生
産
者
と

Ｊ
Ａ
役
職
員
で
構
成
す
る
支
所
ふ
れ

あ
い
委
員
会
が
企
画
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
県
青
壮
年
組
織
協
議
会
の
前

原
祐
樹
委
員
長
が
畑
を
提
供
し
、
ス

ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
特
徴
や
栽
培
方

法
、
流
通
の
仕
組
み
な
ど
を
説
明
。

参
加
者
は
Ｊ
Ａ
青
年
部
員
に
教
わ
り

な
が
ら
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
を
収
穫

し
、
包
装
し
た
後
、
直
売
所
「
あ
っ

ど
！
い
ぶ
す
き
み
の
り
館
」
の
店
舗

前
で
販
売
し
ま
し
た
。
ま
た
Ｊ
Ａ
女

性
部
員
と
収
穫
し
た
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン

ド
ウ
を
調
理
し
て
全
員
で
食
べ
ま
し

た
。参

加
し
た
内
田
良
結
さ
ん
（
10
）

は
「
昼
食
作
り
が
面
白
く
、
取
れ
た

て
の
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
が
お
い
し

か
っ
た
。」
と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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Ａ
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。
ま
た
Ｊ
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女
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ナ
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エ
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を
調
理
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て
全
員
で
食
べ
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加
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内
田
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ん
（
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は
「
昼
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り
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面
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取
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エ
ン
ド
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▲出発式で参加者に挨拶する田中部会長

▲運送会社のトラックに積み込まれる観葉植物

Ｑ
１
．
普
段
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

Ａ
１
．
苗
の
定
植
か
ら
花
の
栽
培
管
理
ま

で
、
主
に
一
人
で
行
っ
て
い
ま
す
。
繁
忙
期

は
両
親
や
ア
ル
バ
イ
ト
が
応
援
に
来
る
事
も

あ
り
ま
す
。

　

天
候
や
日
照
に
生
育
が
大
き
く
左
右
さ
れ

る
の
で
、
水
や
肥
料
の
与
え
方
、
施
設
管
理

な
ど
様
々
な
栽
培
技
術
を
使
い
、
高
品
質
で

信
頼
で
き
る
花
が
出
荷
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

Ｑ
２
．
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

何
で
す
か

Ａ
２
．
き
っ
か
け
は
両
親
が
花
農
家
だ
っ

た
こ
と
で
す
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
親
の
手
伝

い
を
し
て
い
た
の
で
、
幼
心
に
跡
継
ぎ
を
考

え
て
ま
し
た
。

　

両
親
の
勧
め
も
あ
っ
て
一
度
は
農
業
以
外

の
世
界
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
親
の
高
齢
化

や
自
分
の
結
婚
、
子
ど
も
の
誕
生
な
ど
様
々

な
転
機
を
き
っ
か
け
に
、
就
農
を
決
め
ま
し

た
。
就
農
以
降
は
家
族
や
Ｊ
Ａ
山
川
花
き
部

会
の
先
輩
方
に
支
え
ら
れ
、
失
敗
を
繰
り
返

し
な
が
ら
知
識
と
技
術
を
身
に
着
け
ま
し
た
。

Ｑ
３
．
日
々
の
作
業
で
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Ａ
３
．
病
害
虫
の
発
生
が
無
い
か
目
で
確

認
し
、
丁
寧
に
手
入
れ
す
る
こ
と
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
花
は
種
類
に
よ
っ
て
与

え
る
水
の
量
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
変
化
す
る
の

で
、
健
康
で
綺
麗
な
花
を
出
荷
す
る
た
め
、

花
び
ら
や
葉
、
根
の
状
態
を
観
察
し
、
花
の

変
化
に
気
づ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
花
き
部
会
で
は
月
１
回
定
例
会
を

開
き
、
Ｊ
Ａ
指
導
員
を
通
じ
て
情
報
共
有
を

図
り
な
が
ら
、
よ
り
綺
麗
な
花
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。

Ｑ
４
．
農
家
に
な
っ
て
大
変
だ
っ
た

体
験
談
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Ａ
４
．
育
て
て
い
た
花
が
病
害
に
か
か
り
、

出
荷
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
手
塩
に

か
け
た
花
が
表
舞
台
に
立
て
ず
、
と
て
も
悔

し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
監
督
と
仕
事

を
並
行
し
て
行
っ
て
い
た
時
は
、
昼
夜
問
わ

ず
作
業
し
て
い
ま
し
た
。
花
は
生
育
管
理
が

シ
ビ
ア
な
の
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
も
大

変
で
す
。

Ｑ
５
．
農
家
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と

感
じ
た
経
験
談
を
教
え
て
く

だ
さ
い

Ａ
５
．
花
を
貰
っ
た
人
が
喜
ん
で
く
れ
る

瞬
間
で
す
。
渡
し
た
人
の
込
め
た
思
い
を
受

け
取
り
、
老
若
男
女
問
わ
ず
表
情
が
に
こ
や

か
に
な
る
姿
を
見
る
と
、
と
て
も
嬉
し
い
で

す
。
ま
た
生
産
者
と
し
て
も
、
人
の
門
出
や

節
目
に
寄
り
添
え
る
こ
と
は
有
難
い
こ
と
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ス
プ
レ
ー
ギ
ク
は
地
味
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
は
い
ろ
い
ろ
な
色

が
あ
り
、
華
や
か
で
可
愛
い
花
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
多
種
多
様
な
花
を
作
り
な

が
ら
、
花
を
手
に
し
た
人
が
喜
ん
で
く
れ
る

顔
を
想
像
し
て
栽
培
に
励
み
た
い
で
す
。

Ｑ
６
．
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く

だ
さ
い

Ａ
６
．
今
年
か
ら
、
県
ス
プ
レ
ー
ギ
ク
研

究
会
の
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

花
が
持
つ
「
人
の
心
を
癒
す
力
」
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
花
っ
て
い
い
な
と
感
じ
ら
れ
る
取
り

組
み
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
特
に
、
令
和

５
年
か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご
し
ま
大
会
で
は

県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
と
思
う
の

で
、
人
が
集
ま
る
場
面
を
活
用
し
て
ス
プ

レ
ー
ギ
ク
を
は
じ
め
花
の
振
興
に
努
め
て
い

き
た
い
で
す
。

　

ま
た
息
子
も
、
自
分
が
就
農
し
た
時
と
近

い
年
齢
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
一
般
企
業
で

働
い
て
い
ま
す
が
、
息
子
が
農
家
を
継
ぎ
た

い
と
思
っ
た
時
に
は
継
が
せ
て
あ
げ
ら
れ
る

よ
う
、
し
っ
か
り
と
し
た
経
営
基
盤
を
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
７
．
読
者
の
方
へ
一
言
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

Ａ
７
．
ス
マ
ホ
を
見
る
こ
と
が
当
た
り
前

に
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
頻
度
も
減
っ
て

い
る
現
在
、
綺
麗
な
も
の
を
見
て
心
が
落
ち

着
く
機
会
も
減
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
食
卓
を
は
じ
め
、
家
の
中
に
一

つ
で
も
花
を
飾
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

人
の
心
を
満
た
し
、
和
ま
せ
、
楽
し
ま
せ

る
「
癒
し
の
力
」
に
触
れ
、
ぜ
ひ
魅
力
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

プロフィール ―――――――――――

　26アールのハウスで、スプレーマム
やトルコギキョウなどの花を栽培。夏
は花以外にもオクラを約10アール作る。
　高校卒業後は福祉系の一般企業に就
職し、介護士の資格を取得しながら約3
年間働く。
　23歳の時に就農し、父の跡を継いで
花農家になった。親元で技術を磨き、1
人前のスキルが身についたタイミング
で平成26年に独立する。
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Ａ
青
年
部
員
に
教
わ
り

な
が
ら
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
を
収
穫

し
、
包
装
し
た
後
、
直
売
所
「
あ
っ

ど
！
い
ぶ
す
き
み
の
り
館
」
の
店
舗

前
で
販
売
し
ま
し
た
。
ま
た
Ｊ
Ａ
女

性
部
員
と
収
穫
し
た
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン

ド
ウ
を
調
理
し
て
全
員
で
食
べ
ま
し

た
。参

加
し
た
内
田
良
結
さ
ん
（
10
）

は
「
昼
食
作
り
が
面
白
く
、
取
れ
た

て
の
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
が
お
い
し

か
っ
た
。」
と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▲出発式で参加者に挨拶する田中部会長

▲運送会社のトラックに積み込まれる観葉植物
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福吉組合長（左）から表彰状を受け取る松原さん

肉
用
牛
繁
殖
農
家
研
修
会
で

優
良
成
績
の
農
家
を
表
彰

Ａ
は
12
月
16
日
、
開
聞
総
合
体
育
館
で
、
Ｊ
Ａ

い
ぶ
す
き
肉
用
牛
繁
殖
農
家
研
修
会
を
開
き
ま

し
た
。
研
修
前
に
、
令
和
３
年
度
に
性
別
毎
で

最
も
販
売
価
格
が
高
か
っ
た
農
家
と
、
最
も
繁
殖
牛
を
増

頭
し
た
農
家
を
表
彰
し
ま
し
た
。
多
頭
購
買
者
表
彰
は
、

令
和
５
年
１
月
に
開
い
た
子
牛
せ
り
で
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
管
内
の
畜
産
農
家
約
60
人
が
、
配

合
飼
料
情
勢
や
後
継
者
へ
の
畜
産
事
業
の
継
承
方
法
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
な
ど
、
畜
産
経
営
に
関
わ
る
様
々
な
内
容

を
学
び
ま
し
た
。

〇
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
「
令
和
３
年
度　

優
良
繁
殖
農
家
表
彰
」（
敬
称
略
）

　

・
平
均
販
売
価
格
（
１
〜
11
頭
）

　
　
　

去
勢
の
部　

松
原　

治
仁

　
　
　

雌
の
部　

谷
村　

隆
男

　

・
平
均
販
売
価
格
（
12
頭
以
上
）

　
　
　

去
勢
の
部　

江
崎　

猛

　
　
　

雌
の
部　

今
福　

一
孝

〇
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
「
令
和
３
年
度　

繁
殖
牛
増
頭
表
彰
」（
敬
称
略
）

　

・
岡
元　

敦
司

〇
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
「
令
和
３
年
度　

多
頭
購
買
者
表
彰
」（
敬
称
略
）

　

・
Ｊ
Ａ
管
内

　
　
　

㈲
畠
久
保
牧
場

　
　
　

㈱
水
迫
フ
ァ
ー
ム

　

・
Ｊ
Ａ
管
外

　
　
　

㈱
高
崎
フ
ァ
ー
ム

　
　
　

薩
州
開
拓
農
協

Ｊ

生
産
者
が
講
習
会
で

プ
ラ
ム
栽
培
の
技
術
を
学
ぶ

Ａ
は
12
月
23
日
、
Ｊ
Ａ
東
部
経
済
課
の
野
菜
集

荷
場
で
、
令
和
５
年
度
産
プ
ラ
ム
の
栽
培
講
習

会
を
開
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
産
者
約
10
人
と
行
政
、

Ｊ
Ａ
職
員
は
、
県
南
薩
地
域
振
興
局
の
職
員
か
ら
枝
の
仕

立
て
方
や
注
意
点
、
栽
培
時
に
使
う
肥
料
・
農
薬
の
使
い

方
を
学
び
、
今
後
の
収
量
増
加
と
安
定
生
産
に
つ
な
が
る

知
識
を
身
に
着
け
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
令
和
４
年
度
、
全
地
区
合
わ
せ
て
７.

８
ト

ン
の
プ
ラ
ム
を
出
荷
し
、
約
２
０
３
万
円
を
売
り
上
げ
ま

し
た
。

J

東
川
さ
ん
が
産
地
宣
伝
販
売
会
で

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
く

宿
市
開
聞
で
畜
産
業
を
営
む
東
川
勝
広
さ
ん

（
59
）
は
、
12
月
３
日
に
（
株
）
Ｊ
Ａ
食
肉
か
ご

し
ま
南
薩
工
場
で
開
か
れ
た
、
第
12
回
全
共
記
念
鹿
児
島

黒
牛
産
地
宣
伝
販
売
会
に
枝
肉
を
出
品
し
、
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

同
販
売
会
は
、
鹿
児
島
黒
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
力
と
販
売
力

の
強
化
を
目
的
に
、
国
内
で
５
年
に
１
度
開
か
れ
る
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
（
全
共
）
に
合
わ
せ
て
県
経
済
連
が
主

催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
県
内
か
ら
選
抜
さ
れ
て
い
た

全
共
候
補
牛
65
頭
が
販
売
会
に
出
場
。
全
国
か
ら
33
社
が

購
買
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

東
川
さ
ん
は
「
非
常
に
あ
り
が
た
い
賞
を
頂
い
た
。
今

後
も
畜
産
経
営
に
励
ん
で
い
き
た
い
。」
と
語
り
ま
し
た
。

指
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
た

東
川
勝
広
さ
ん
（
右
）
と
後
継
者
の
東
川
哲
明
さ
ん

県南薩地域振興局の職員の説明を聞く生産者
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締結式に参加した市とＪＡ

水消火器を使って消火作業訓練を実施する職員

指
宿
市
と
Ｊ
Ａ
が
農
業
振
興
と

地
域
活
性
化
に
向
け
関
係
性
を
強
化

Ａ
は
12
月
27
日
、
指
宿
市
役
所
で
、
指
宿
市
と

の
包
括
連
携
協
定
に
関
す
る
締
結
式
を
開
き
ま

し
た
。
同
市
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
計
９
人
が
出
席

し
、
打
越
明
司
市
長
と
福
吉
組
合
長
が
協
定
書
に
署
名
し

ま
し
た
。

　

指
宿
市
と
Ｊ
Ａ
と
の
包
括
連
携
協
定
は
、
同
市
農
産
物

の
生
産
及
び
需
要
拡
大
、
地
域
農
業
の
発
展
と
、
地
域
イ

ベ
ン
ト
で
の
連
携
強
化
や
生
活
イ
ン
フ
ラ
機
能
の
発
揮
が

目
的
で
す
。
現
在
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
活
動
の
更
な
る

実
践
や
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
、
担
い
手
の
育
成
と
確
保
に
向

け
、
Ｊ
Ａ
が
市
に
締
結
を
打
診
し
ま
し
た
。

　

福
吉
組
合
長
は
「
管
内
の
良
さ
が
Ｐ
Ｒ
出
来
る
よ
う
な

効
果
的
な
活
動
を
展
開
し
た
い
。」
と
、
打
越
明
司
市
長

は
「
連
携
協
定
を
通
し
て
つ
な
が
り
を
深
め
た
い
。」
と

そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

J

Ｊ
Ａ
役
職
員
が

　
　
　
　
　

防
災
意
識
高
め
る

Ａ
は
12
月
22
日
、
指
宿
市
山
川
の
Ｊ
Ａ
本
所
で

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
役
職
員
約
20

人
が
参
加
。
指
宿
南
九
州
消
防
組
合
の
消
防
士
か
ら
、
火

災
発
生
時
の
逃
げ
方
や
火
気
の
対
処
法
、
消
火
器
や
消
防

用
設
備
の
正
し
い
使
い
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

防
災
訓
練
は
、
来
店
者
の
安
全
確
保
と
火
事
災
害
の
防

止
に
向
け
た
役
職
員
教
育
が
目
的
で
す
。
参
加
者
は
火
災

の
発
生
を
想
定
し
、
避
難
誘
導
や
消
火
活
動
な
ど
役
割
ご

と
に
訓
練
し
ま
し
た
。

　

消
防
組
合
の
消
防
士
は
「
避
難
方
法
や
消
防
用
設
備
の

使
い
方
を
よ
く
学
び
、
日
頃
か
ら
自
主
的
に
訓
練
す
る
よ

う
な
環
境
を
整
え
て
ほ
し
い
。
」
と
参
加
者
に
呼
び
か
け

ま
し
た
。

J

全国銅賞を受賞した仮屋﨑さん

書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
で
生
徒
と
児
童
が
受
賞

Ａ
共
済
連
鹿
児
島
県
本
部
は
12
月
17
日
、
鹿
児

島
市
の
城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島
で
、
Ｊ
Ａ
共
済

小
・
中
学
生
第
66
回
書
道
・
第
50
回
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
開
き
ま
し
た
。
書
道
コ
ン
ク
ー

ル
に
は
５
６
４
校
か
ら
２
万
２
，
４
０
４
点
、
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
２
０
７
校
か
ら
２
，
１
８
４
点
の
応
募

が
あ
り
、
管
内
か
ら
は
４
人
の
生
徒
・
児
童
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
共
済
事
業
の
理
念
で
あ
る
相
互
扶
助

や
思
い
や
り
の
精
神
を
小
・
中
学
生
に
伝
え
安
全
な
生
活

環
境
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
同
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

〇
第
66
回
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
（
敬
称
略
）

　

・
金
賞
（
半
紙
の
部
）

　
　

山
川
中
学
校
３
年　

林　

祐
晴

〇
第
50
回
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
（
敬
称
略
）

　

・
特
別
賞
（
県
警
本
部
長
賞
）

　
　

魚
見
小
学
校
６
年　

仮
屋
﨑　

沙
良

　

・
金
賞

　
　

山
川
小
学
校
４
年　

永
田　

結
愛

　
　

山
川
小
学
校
２
年　

中
野　

栞
奈

J
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Ｊ
Ａ
の
生
産
資
材
店
舗

「
あ
っ
ど
！
い
ぶ
す
き
み
の

り
館
」
は
、
12
月
10
日
と

11
日
の
２
日
間
、
創
業
７

周
年
を
記
念
し
て
大
創
業

祭
を
開
き
ま
し
た
。
鹿
児

島
黒
牛
肉
の
４
割
引
セ
ー

ル
や
国
内
産
農
畜
産
物
の

特
売
に
加
え
、
観
葉
植
物

の
特
価
市
、
肥
料
・
農
薬

の
格
安
販
売
を
実
施
し
ま

し
た
。

同
店
は
従
来
の
購
買
機

能
に
加
え
、
産
直
部
会
の

野
菜
や
県
内
産
畜
肉
・
農

産
加
工
品
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
安

心
・
安
全
な
農
畜
産
物
を

Ｐ
Ｒ
し
て
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

いぶすき産業まつり実行委員会は、12月３日と４日にいぶすき産業まつりを開きました。

ＪＡでは観葉植物部会がグリーンフェスタで観葉植物を販売したほか、畜産部が鹿児島黒牛の試食販

売を実施。指宿地区女性部はうどんコーナーを出店し、多くの来場者でにぎわいました。

▲グリ▲グリ▲グリーンフーンフーンフェスタ内で多種多様な観葉植物を販売
▲グリーンフェスタ内で多種多様な観葉植物を販売
▲グリーンフェスタ内で多種多様な観葉植物を販売
▲グリーンフェスタ内で多種多様な観葉植物を販売
▲グリーンフェスタ内で多種多様な観葉植物を販売▲鹿児島黒牛島黒牛島黒牛の試食の試食の試食に訪れに訪れに訪れる来場る来場る来場者者者

◀女性部の
うどん販売も好評

▶産業まつりの成功を
　祈願する福吉組合長長

▶▶
鹿
児
島

鹿
児
島

鹿
児
島
黒
牛
肉
の
販
売
に
は
多
く
の
来

く
の
来

く
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た

鹿
児
島
黒
牛
肉
の
販
売
に
は
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た

鹿児島黒牛肉を買い求める来店者鹿児島黒牛肉を買い求める来店者 毎年恒毎年恒毎年恒例の焼例の焼例の焼例の焼例の焼例の焼例の焼例の焼例の焼例の焼例の焼例の焼き芋販き芋販き芋販き芋販き芋販き芋販き芋販き芋販き芋販き芋販売も好売も好売も好売も好売も好売も好売も好売も好売も好売も好売も好売も好評！評！評！評！評！評！評！評！評！評！評！評！毎年恒例の焼き芋販売も好評！来店者来店者来店者来店者来店者来店者来店者来店者来店者来店者来店者来店者来店者来店者来店者来店者来店者で賑わで賑わで賑わで賑わで賑わで賑わいました店内も店内も店内も店内も店内も店内も店内も店内も店内も店内も店内も店内も店内も店内も店内も店内も店内も店内も店内も店内も多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの来店者来店者来店者来店者来店者来店者来店者来店者来店者来店者来店者店内も多くの来店者で賑わいました

創業７周年を記念し
　　　ＪＡならではの目玉商品を用意

ＪＡ女性部

Ａの各地区女性部は１２月１６日、ゴミ拾いウォーキングを行いました。えい地区女性部約２０人は南九州市頴娃町の

前原海岸に集まり、海沿いを歩きながら軽トラック１台分の漂着ゴミを回収しました。

　ゴミ拾いウォーキングは、地域の美化活動とＳＤＧｓ１７の目標「海の豊かさを守ろう」「陸の豊かさも守ろう」の達成が狙い

です。喜入、指宿、山川・開聞、えいの各地区女性部が、集合場所を中心に約１時間かけてゴミを拾いました。

部員の力で地域を美化
　　　いぶすき女性部がゴミを拾う

J

私たちの地域とSDGs
～豊かで明るく暮らせる未来づくりの取り組みを紹介します～

▲山川・開門地区 ▲えい地区▲喜入地区 ▲指宿地区

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
12
月
21
日
と
22
日
、女
性
大
学

で
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
教
室
を
開
き
ま
し
た
。参
加

し
た
部
員
は
、チ
キ
ン
の
ほ
う
れ
ん
草
ソ
ー
ス
や

え
び
と
マ
カ
ロ
ニ
の
グ
ラ
タ
ン
な
ど
、７
種
類
の

料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　
料
理
教
室
終
了
後
は
閉
講
式
を
開
き
、女
性
大

学
に
継
続
参
加
し
た
女
性
部
員
へ
、記
念
品
を
贈

り
ま
し
た
。

女
性
大
学

ク
リ
ス
マ
ス
料
理
教
室
・
閉
講
式

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
11
月
25
日
、Ｊ
Ａ
開
聞
中
央
支

所
で
開
い
た
女
性
大
学
で
、ク
リ
ス
マ
ス
に
飾
れ

る
フ
レ
ー
ム
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。参
加
し

た
部
員
12
人
は
、ド
ン
グ
リ
や
松
か
さ
な
ど
を

使
っ
て
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
フ
レ
ー
ム

を
作
り
ま
し
た
。

女
性
大
学

ク
リ
ス
マ
ス
フ
レ
ー
ム
づ
く
り

　
12
月
23
日
、指
宿
研
修
セ
ン
タ
ー
で
、子
育

て
世
代
の
親
子
に
向
け
た
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
作
り
教
室
を
開
き
ま
し
た
。参
加
し
た
親
子

は
、Ｊ
Ａ
の
生
活
指
導
員
に
教
わ
り
な
が
ら
思

い
思
い
に
ケ
ー
キ
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

キ
ャ
ノ
ー
ラ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

　
12
月
19
日
に
、お
正
月
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
開

き
ま
し
た
。山
川
地
区
・
開
聞
地
区
女
性
部
員

8
人
は
、お
正
月
に
飾
る
門
松
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
寄
せ
植
え
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

山
川
・
開
聞
地
区

　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
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Ｊ
Ａ
の
生
産
資
材
店
舗

「
あ
っ
ど
！
い
ぶ
す
き
み
の

り
館
」
は
、
12
月
10
日
と

11
日
の
２
日
間
、
創
業
７

周
年
を
記
念
し
て
大
創
業

祭
を
開
き
ま
し
た
。
鹿
児

島
黒
牛
肉
の
４
割
引
セ
ー

ル
や
国
内
産
農
畜
産
物
の

特
売
に
加
え
、
観
葉
植
物

の
特
価
市
、
肥
料
・
農
薬

の
格
安
販
売
を
実
施
し
ま

し
た
。

同
店
は
従
来
の
購
買
機

能
に
加
え
、
産
直
部
会
の

野
菜
や
県
内
産
畜
肉
・
農

産
加
工
品
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
安

心
・
安
全
な
農
畜
産
物
を

Ｐ
Ｒ
し
て
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

いぶすき産業まつり実行委員会は、12月３日と４日にいぶすき産業まつりを開きました。

ＪＡでは観葉植物部会がグリーンフェスタで観葉植物を販売したほか、畜産部が鹿児島黒牛の試食販

売を実施。指宿地区女性部はうどんコーナーを出店し、多くの来場者でにぎわいました。

鹿児島黒牛肉を買い求める来店者 毎年恒例の焼き芋販売も好評！店内も多くの来店者で賑わいました

創業７周年を記念し
　　　ＪＡならではの目玉商品を用意

ＪＡ女性部
JA WOMEN'S CLUB

Ａの各地区女性部は１２月１６日、ゴミ拾いウォーキングを行いました。えい地区女性部約２０人は南九州市頴娃町の

前原海岸に集まり、海沿いを歩きながら軽トラック１台分の漂着ゴミを回収しました。

　ゴミ拾いウォーキングは、地域の美化活動とＳＤＧｓ１７の目標「海の豊かさを守ろう」「陸の豊かさも守ろう」の達成が狙い

です。喜入、指宿、山川・開聞、えいの各地区女性部が、集合場所を中心に約１時間かけてゴミを拾いました。

部員の力で地域を美化
　　　いぶすき女性部がゴミを拾う

J

私たちの地域とSDGs
～豊かで明るく暮らせる未来づくりの取り組みを紹介します～～豊

▲山川・開門地区 ▲えい地区▲喜入地区 ▲指宿地区

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
12
月
21
日
と
22
日
、女
性
大
学

で
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
教
室
を
開
き
ま
し
た
。参
加

し
た
部
員
は
、チ
キ
ン
の
ほ
う
れ
ん
草
ソ
ー
ス
や

え
び
と
マ
カ
ロ
ニ
の
グ
ラ
タ
ン
な
ど
、７
種
類
の

料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　
料
理
教
室
終
了
後
は
閉
講
式
を
開
き
、女
性
大

学
に
継
続
参
加
し
た
女
性
部
員
へ
、記
念
品
を
贈

り
ま
し
た
。

し
た
し
た
。。

り
ま
り
ま
し
た
し
た

り
ま
り
ま

女
性
大
学

ク
リ
ス
マ
ス
料
理
教
室
・
閉
講
式

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
11
月
25
日
、Ｊ
Ａ
開
聞
中
央
支

所
で
開
い
た
女
性
大
学
で
、ク
リ
ス
マ
ス
に
飾
れ

る
フ
レ
ー
ム
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。参
加
し

た
部
員
12
人
は
、ド
ン
グ
リ
や
松
か
さ
な
ど
を

使
っ
て
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
フ
レ
ー
ム

を
作
り
ま
し
た
。

を
作
を
作

し
た
し
た
し
た

女
性
大
学

ク
リ
ス
マ
ス
フ
レ
ー
ム
づ
く
り

　
12
月
23
日
、指
宿
研
修
セ
ン
タ
ー
で
、子
育

て
世
代
の
親
子
に
向
け
た
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
作
り
教
室
を
開
き
ま
し
た
。参
加
し
た
親
子

は
、Ｊ
Ａ
の
生
活
指
導
員
に
教
わ
り
な
が
ら
思

い
思
い
に
ケ
ー
キ
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

キ
ャ
ノ
ー
ラ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

　
12
月
19
日
に
、お
正
月
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
開

き
ま
し
た
。山
川
地
区
・
開
聞
地
区
女
性
部
員

8
人
は
、お
正
月
に
飾
る
門
松
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
寄
せ
植
え
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

挑
戦
し
ま
し
た

山
川
・
開
聞
地
区

　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
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新成人新成人
氏　名 上村　李那 所　属 山川統括（金融共済窓口）

かみむら　　 り　な

抱　負 責任が伴う仕事内容も増え、社会人としての成長を痛感しています。

今後もＪＡ職員として一人前になれるよう、精進していきたいと思

います。

おめでとう

）

青戸支所

信用・共済事業業 務 内 容

告知･お知らせ

令和４年10月より、Aコープ青戸店にATMが設置されました。

年中無休の8:30～19:00までの営業となっておりますので、是非

ご利用ください。

部 署 の 話 題

青戸支所職員の紹介コーナーを支所出入口付近に掲示しております。顔写真を

イラストにして掲示しておりますが、お客様よりご好評をいただいております。

組合員、地域住民の皆様へ向けたメッセージ

組合員・利用者に寄り添える接客を心掛けております。青戸支所を

ご利用の際はお気軽にお声がけください。

写真氏名（左から）

（後）白石 洋一、永野 克彦（支所長）、大原 恵太、里 翔太

（前）佃 麻子、高吉 菜穂子、齊藤 千秋、小牧 弥生

MがMが設置設置されされましました。た。

あっど！いぶすきみのり館
・営農、園芸用品の販売と配送
・野菜、肉魚など生鮮品の販売

業 務 内 容

部 署 の 目 標

地元密着型の店舗として、地域における顧客満足度Ｎｏ．１の店舗

を目指します！

そ の 他

12月10日と11日において、大創業祭を開催いたしました。多くの

お客様にご来店いただきました。誠に感謝申し上げます。

アピールポイント

農産物直売所を兼ね備えた、新たな形の

農業資材店舗として営業しております。 写真氏名（左から）

（後）出口 みつる、迫田 新之助、来田 俊哉、

　　吉永 睦志（店長）、北川 達也、村下 勇三

（前）諸留 真智子、西平 節子、石窪 倖奈、桐田 正子

事業所紹介事業所紹介

品の品の販売販売
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令和4年度第2次補正予算等の決定および令和５年度当初予算案閣議決定！
　令和4年度第2次補正予算が12月2日に決定し、令和5
年度当初予算案が12月23日に閣議決定されました。農
林水産関係の主な内容は表のとおりです。
　各予算の決定に先立ち、本県ＪＡグループ・農政連
は、令和4年8月には政府の概算要求の決定、また11月
には甘味資源作物・畜産物の政策価格・対策の決定に
合わせて、農水省や県選出国会議員への要請活動を実
施しました。
　私どもの要請内容をしっかり受け止め、産地の声を
国政の場等で代弁していただいた(衆)森山 𥙿先生や野
村哲郎農林水産大臣をはじめとする県選出国会議員の
先生方のご尽力により、主な要請事項が実現する見込
みとなりました。

【R5年度畜産物価格等】
○ 肉用子牛の保証基準価格及び合理化目標価格

○ 鶏卵生産者経営安定対策事業の基準価格

※ その他、ALIC事業で「和子牛生産者臨時経営支援事業」(黒毛和種子牛の販売
価格が60万円を下回った際の支援)や「和牛肉需要開拓支援」（和牛肉保管在庫
支援緊急対策事業の後継対策）、種豚導入支援の強化等も措置された。

黒毛和種 R5年度 対前年比

保証基準価格 556,000円/頭 +15,000円/頭

合理化目標価格 439,000円/頭 +10,000円/頭

R5年度 対前年比

補填基準価格 209円/kg +28円/kg

安定基準価格 190円/kg +31円/kg

【R5年度産甘味資源作物の生産者交付金単価等】

でん粉原料用甘しょ

交付金単価
30,290円/ﾄﾝ(+1,310円)

※ 基腐病対策によるコスト増加等を踏まえ、過去最大の引上幅

であった昨年並みの引上幅。

生産振興対策
下記の取組みに支援

①生分解性マルチ　②省力化機械の導入

③新品種(こないしん・みちしずく)への転換支援　等

令和4年度第2次補正予算の総額 8,206億円

 １ 物価高騰等の影響緩和対策
　・施設園芸等燃料価格高騰対策 85億円
　・配合飼料価格高騰緊急対策 103億円
 ２ 食料安全保障の強化に向けた構造転換対策
　・肥料の国産化・安定供給確保対策 270億円
　・飼料自給率向上総合緊急対策 120億円
　・生産資材の使用低減対策 40億円
　・米粉の利用拡大支援対策 140億円
 ３「総合的なＴＰＰ等関連政策大綱」に基づく施策の実施
　・産地生産基盤パワーアップ事業 306億円
　・みどりの食料システム戦略緊急対策事業 30億円
　・畜産クラスター事業 555億円
　・増頭奨励金 64億円
　・鳥獣被害防止総合対策 37億円
 ４ 持続可能な成長に向けた農林水産施策の推進
　・水田活用の直接支払交付金 190億円
　・野菜価格安定対策事業 81億円
　・甘味資源作物産地生産体制強化緊急対策事業 21億円

令和5年度当初予算案（農林水産関係）の総額 2兆2,683億円

 １ 生産基盤の強化と経営所得安定対策の着実な実施、需要拡大の推進

　・持続的生産強化対策事業（品目別） 160億円

　・水田活用の直接支払交付金等 3,050億円

　・強い農業づくり総合支援交付金 121億円

　・甘味資源作物生産支援対策 109億円

　・畜産・酪農経営安定対策 2,265億円

　・野菜価格安定対策事業 156億円
 ２  環境負荷低減に資する「みどりの食料システム戦略」の実現に向けた

　  政策の推進　

　・みどりの食料システム戦略実現技術開発・実証事業 32億円

 ３ 食の安全と消費者の信頼確保

　・家畜衛生等総合対策 85億円

 ４ 農地の最大限の利用と人の確保・育成、農業農村整備

　・新規就農者の育成・確保に向けた総合的な支援 192億円

大臣折衝事項：食料安全保障の強化に向けた構造転換対策

283億円

令和4年度第2次補正予算・令和5年度当初予算案の主な内容

■予算に関する詳細なデータは、下記の農水省HPに記載されております。
　補正予算：https://www.maff.go.jp/j/budget/r4hosei.html
　当初予算：https://www.maff.go.jp/j/budget/r5kettei.html

知って得する！農業者年金

農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！

農業者の方は、国民年金の上乗せの公的な年金・「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を！

一定の要件を満たす方には、月額最大１万円の保険料補助

加入で大きな節税効果！保険料は全額社会保険料控除の対象終身年金
で

安心！

※農業者年金の加入には、
　「国民年金第１号被保険者であること」・「年間６０日以上農業に従事していること」
　「６０才未満であること」の３つの要件を満たしている必要があります。
※詳しくは、お近くの農業委員会、又はJAへ！　https://www.nounen.go.jp

詳しくは… 農業者年金基金 検 索

〔R4.11.29 　森山先生への要請〕

補正予算▶　　　　　　当初予算▶
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IBUSUKI TOPIC

令
和
4
年
12
月
29
日
、第
12
回
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、次
の
通
り
協
議
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
だ
よ
り

●
協
議
内
容

・
令
和
4
年
度
11
月
末
資
産
査
定
に
お
け
る
大
口
債
務

者
の
状
況
に
つ
い
て

・
令
和
4
年
度
11
月
末
資
産
査
定
結
果
に
つ
い
て
（
貸

出
金
等
）

・
令
和
4
年
度
第
3
四
半
期
実
績
及
び
年
度
末
見
込
み

に
つ
い
て

・
機
構
改
革
に
つ
い
て

・
販
売
事
業
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
会
社
化
参
画
の
方
向
性
に
つ
い
て

・
令
和
5
年
度
以
降
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
展
開
つ
い
て

・
南
薩
地
域
広
域
配
送
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
配
送
の
取
組

に
つ
い
て

他

●
報
告
事
項

○
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
の
運
用
状
況
（
第
3
四
半

期
）
に
つ
い
て

○
「
第
11
次
中
期
３
か
年
計
画
　
令
和
4
年
度
総
括
」
に
つ

い
て

○
総
代
欠
員
に
係
る
手
続
き
に
つ
い
て

○
令
和
4
年
度
第
3
四
半
期
の
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

他

スマホから応募もできます！
QRコードをスキャンしてご参加ください！

（　　　　　  　　　）

指宿市山川成川3830

6150198

郵  便  は  が  き

いぶすき農業協同組合
管理部　人事教育課  行

   

〒

電話番号 －　　　　－

63円切手を貼って

郵送するか、切手

を貼らずにＪＡの各

支 所 窓 口 へ

ご持参ください。

住

　所

氏
名

ペンネーム

（　 　　歳）

●プレゼントクイズの答え

正解は、

●おたよりコーナー
今月号で印象に残った内容など、広報誌へのご感想をお聞かせくだ

さい。また、JA事業へのご意見などございましたらお書きください。

おたよりだけでもぜひお送りください。お待ちしております。

山

折

り

線

✂ 切 り 取 り 線

お
く
や
み
（
敬
称
略
）

（
令
和
4
年
11
月
1
日
〜
11
月
30
日
）

（
令
和
4
年
12
月
1
日
〜
12
月
31
日
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
）
。

﹇
喜
入
﹈ 

川

崎

　
二

男

川

畑

　
博

巳（
100
）

（
80
）

﹇
指
宿
﹈ 
折
尾

　レ
イ
子（
85
）

﹇
指
宿
﹈ 

中

村

　
營

藏（
100
）

﹇
え
い
﹈ 

竪
元

　ツ
ル
エ

寺
田

　キ
サ
ヱ（

92
）

（
96
）

﹇
山
川
﹈ 

小
川

　ヨ
シ
エ

上

薗

　
ヨ

ネ

迫
山

　ミ
ツ
子

田

中

　
サ

チ

東

　
重

夫

南

　
久

子

室

屋

　
千

谷 （
92
）

（
95
）

（
93
）

（
96
）

（
90
）

（
99
）

（
100
）

﹇
山
川
﹈ 

今

村

　
俊

一

桑
鶴

　ヨ
シ
エ

迫

　
丑

男

新

村

　
壽

生

中

村

　
早

夫

南

　
ス

ミ

エ （
83
）

（
88
）

（
88
）

（
81
）

（
95
）

（
94
）

﹇
開
聞
﹈ 

岩

下

　
義

治

上

野

　
澄

子

上

苙

　
正

弘

住

吉

　
達

矢

住

吉

　
俊

幸

村

山

　
耕

一 （
94
）

（
84
）

（
86
）

（
83
）

（
84
）

（
79
）

﹇
開
聞
﹈ 

上

野

　
宗

敏

原
村

　キ
ミ
子（

90
）

（
94
）

お
問
い
合
せ
は
・
・・

ル
ミ
エ
ー
ル
喜
入
斎
場（
0
9
9
）3
4
3‒

5
0
7
7

ル
ミ
エ
ー
ル
指
宿
斎
場（
0
9
9
3
）2
4‒

5
3
3
2

ル
ミ
エ
ー
ル
山
川
斎
場（
0
9
9
3
）3
4‒

0
2
4
4

ル
ミ
エ
ー
ル
開
聞
斎
場（
0
9
9
3
）3
2‒

4
2
2
2

ル
ミ
エ
ー
ル
え
い
斎
場（
0
9
9
3
）3
6‒

1
2
3
4

感
動
の
人
柄
葬
を
真
心
こ
め
て

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す



特集

編
集
発
行
：
い
ぶ
す
き
農
業
協
同
組
合
 ｜
 〒
8
91-0

516
 指
宿
市
山
川
成
川
3
8
3
0
　
T
EL 0

9
93
-3
5
-3
411
　
http
://ja-ib

usuki.or.jp

HPは
こちら
から!

JAいぶすきJAいぶすき

オ
ク
ラ
ス
タ
ー
を

よ
ろ
し
く
!

花が持つ「人の心を癒す力」
をアピールします

２
月号

2
0
2
3
年
2
月

2
8
4

令
和
5
年
２
月
号

発足40周年の部会が観葉植物の初出荷を見送る   －03

農家に訊く－02

山川地区

（中央）

大薗　幸平さん（44歳）
おお  ぞの こう  へい

父 義人さん（左）
母 真知子さん（右）

と

IBUSUKI TOPIC

※クイズの応募やおたよりの投稿に際しＪＡいぶすきが取得した個人情報は、プレゼントの抽選・発送、今後の本広報誌の編集
や企画の参考以外の目的には一切使用しません。また、承諾なく第三者に提供しません。
※おたよりコーナーに記入いただいた内容は、氏名またはペンネームを含め、本広報誌に掲載する場合がありますのでご了承く
ださい。
※当選は商品の発送等をもって代えさせていただきます。商品は翌月以降の発送となりますので、あらかじめご了承ください。
※応募対象は、ＪＡいぶすき管内（鹿児島市喜入地区、指宿市、南九州市頴娃町）にお住まいの方または、ＪＡいぶすきの組合員
資格をお持ちの方のみとさせていただきます。

令和５年３月３日（金） 必着申込締切：

正解を裏面の解答欄に書き込み、住所・氏名・年齢・ペンネーム・電話番号を

宛名面へ記入してください。裏面については切り取り後、二つ折りの上、郵便

はがきとしてご利用いただけます。郵送の場合は解答を記入して63円切手

を貼って応募、または切手を貼らずにJAの各支店へご持参ください。

下記クイズに正答された方から抽選で毎月５名様に
JAの農畜産物やおトクな商品をプレゼント！

たくさんのご応募、ありがとうございました！

JAいぶすきからの
プレゼントを貰おう！
冬といえば柑橘類が美味しい！

Ｑ.あっど！いぶすきみのり館の大創業祭で販売した鹿児島黒牛は、
通常価格から何割引？

Ａ．（　　　　）割引ヒント：6ページ記事内をご確認ください

ＪＡいぶすき産 タンカン
今月は

1２・１月号のＪＡいぶすきクイズ　答え

Ａ．マロンゴールド
　マロンゴールドは、平成 2 2 年 に J A い ぶ すきが 登 録 商 標した、J A 管 内で 作
られているサツマイモです。主に山 川地 区とえい地 区で栽 培されています。
　白っぽい表 皮と栗色の果 肉が 特 徴の、とても甘いサツマイモです。　

広報誌１２・１月合併号（前号）に関するお詫びと訂正

広報誌１２・１月合併号（前号）の８ページ内記事につきまして、写

真説明文に誤りがございました。

＜訂正箇所＞「窓口コンクールで支所のイメージアップを図る」審査結果

深くお詫び申し上げますとともに、ここに訂正いたします。

正

１位　喜入支所

２位　青戸支所

３位　中部支所

誤

１位　喜入支所
２位　青戸支所
３位　南部支所

※数量限定発売のため、売り切れ次第終了となります。予めご了承くださいませ。※数量限定発売のため、売り切れ次第終了となります。予めご了承くださいませ。

「みつあま焼き芋」「みつあま焼き芋」

　価格： 298円（税込）

新商品のご案内！

ＪＡ産マロンゴールド使用！
　　　　　 素材の甘さぎっしり
ＪＡ産マロンゴールド使用！
　　　　　 素材の甘さぎっしり

九州地区のファミリーマート（一部店舗のみ）で発売！

令和５年
２月７日発売

い
ぶ
す
き
短
歌
会

十
．

十
一
．

一
．

二
．

三
．

四
．

五
．

六
．

七
．

八
．

九
．

吉
田
　
知
佐
子

吉
永
　
多
美
子

片
野
田
　
健
一

片
野
田
　
道
子

片
平
　
伸
次

川
口
　
節
子

竹
下
　
玲
子

西
牟
田
　
多
美
子

萩
原
　
和
代

日
高
　
禎
子

柚
木
崎
　
イ
ツ
子

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
庭
に
え
さ
台
置
か
れ
い
て

群
が
る
雀
に
平
和
を
想
う

追
い
風
の
世
の
旅
と
な
れ
兎
の
年
へ

飛
び
発
ち
行
か
な
風
船
唐
綿

年
毎
に
冬
の
寒
さ
は
し
み
じ
み
と

老
い
の
骨
身
に
重
く
の
し
か
か
る

混
む
院
に
定
期
診
察
や
っ
と
終
え

帰
宅
に
安
ら
ぐ
一
杯
の
お
茶

忘
れ
い
し
庭
か
た
隅
に
黄
水
仙

芳
香
放
ち
て
凛
と
咲
き
け
り

鋏
入
れ
る
熟
柿
の
先
に
首
か
し
げ

じ
ぃ
ー
と
う
か
が
う
一
羽
の
烏

亡
き
夫
に
想
い
告
げ
た
し
夕
空
に

巣
に
帰
り
ゆ
く
鳥
を
見
送
る

常
よ
り
も
入
日
の
早
し
夕
暮
れ
て

散
歩
路
照
ら
す
師
走
の
満
月

久
し
ぶ
り
に
正
月
帰
省
の
息
子
に
弾
む

晴
天
の
朝
ふ
と
ん
干
し
て
待
つ

水
墨
絵
師
の
水
晶
体
が
と
ら
え
た
る

雪
の
桜
島
舞
妓
の
う
な
じ

カ
ポ
ッ
ク
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
降
り
注
ぐ

叩
く
太
鼓
の
ご
と
き
雨
音

令和四年十二月詠草

た
く
さ
ん
の
お
た
よ
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

広
報
誌
10
月
号
の
お
た
よ
り
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
♪

（
頂
い
た
お
た
よ
り
か
ら
一
部
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

■
指
宿
地
区

　ヤ
マ
が
好
き
さ
ん

　農
業
に
対
し
て
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
払
公
利
さ

ん
の
姿
に
と
て
も
感
銘
致
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
、
農
業
は

と
て
も
重
要
な
産
業
に
な
る
と
思
い
ま
す
。厳
し
い
時
季
も

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
働
か
れ
る
中
払
さ
ん
の
姿
は
、中
々
真

似
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
、

真
剣
に
農
業
と
向
き
合
う
農
家
さ
ん
を
応
援
し
て
い
き
た

い
で
す
。

■
指
宿
地
区

　ユ
ア
さ
ん

　お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
家
の
横
の
小
さ
な
畑
に
野
菜
を
作
っ

て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
野
菜
が
大
好
き
で
、
早
く
大
き
く
な

ら
な
い
か
な
あ
と
思
い
、
学
校
に
行
く
時
毎
日
見
て
い
ま

す
。少
し
ず
つ
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
、楽
し
み
で
す
。

　お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
毎
年
「
勉
強
だ
」
と
言
っ
て
畑
作
業
を

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
作
っ
て
欲
し
い
で

す
。

★
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
き
っ
と
、
ユ
ア
さ
ん
が
毎
日
観
察
し
て
く

れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。お
手
伝
い
し

て
、一
緒
に
野
菜
を
育
て
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

■
開
聞
地
区

　き
な
こ
さ
ん

　全
国
和
牛
能
力
共
進
会
の
鹿
児
島
県
の
活
躍
を
テ
レ
ビ

で
拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
毎
月
の
お
便
り
で
畜
産
農

家
の
ご
苦
労
を
見
て
い
た
だ
け
に
ご
活
躍
が
我
が
事
の
よ

う
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。今
後
の
活
躍
も
期
待
し
ま
す
。

★
会
場
の
熱
気
は
凄
ま
じ
く
、
取
材
に
行
っ
た
私
も
「
ま
さ
に

『
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
だ
な
」
と
感
じ
ま
し
た
。
農
家
さ

ん
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
が
、鹿
児
島
黒
牛
の
素
晴
ら
し
さ
に

繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
黒
牛
肉
を
見
か
け
た
際
は
ぜ
ひ
ご
賞
味
頂
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。

■
え
い
地
区

　H
・
O
さ
ん

　 S
D
G
s
の
取
り
組
み
と
し
て
、
I 

P
M
栽
培
に
取
り

組
ん
で
い
る
記
事
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
持
続
可
能
な

農
業
は
今
後
の
大
き
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
少
し
ず
つ

自
分
た
ち
の
で
き
る
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
、
安
心
安

全
な
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

★
「
S
D
G
s
」
を
通
し
て
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
が
引
き
起

こ
す
様
々
な
問
題
が
、
世
間
に
も
認
知
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。食
の
安
全
を
守
る
Ｊ
Ａ
組
織
と
し

て
、
取
り
組
み
の
継
続
と
情
報
発
信
に
、
今
後
も
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　


